
    北海道聖書学院 

春の特別公開講座ご案内 

 

 

 
                     

                                         

大和昌平師 

■日時    ２０２０２０２０１１年５月１８日（水）～２０日（金）午前９時１５分～１２時

４０分 

（５０分間講義を合計９回と、毎日３０分間の礼拝合計

３回） 

■主題主題主題主題「仏教と四つに組む日本宣教 ―般若心経を解読し、葬儀の変容を考え

る―」 

■講師講師講師講師    大和昌平大和昌平大和昌平大和昌平（（（（やまとやまとやまとやまと    しょうへいしょうへいしょうへいしょうへい））））師師師師  

  １９５５年大阪市生まれ。東京基督教大学准教授。聖書宣教会講師。福音交友

会派遣教師。１６歳で福音交友会・岸和田聖書教会にて黒田朔牧師より受洗、２

５ 歳で東京基督神学校に入り、２８歳から２５年間福音交友会・京都聖書教会

の牧師として働く。その後、現職に移り、神学教員として東洋思想や実践神学を

担当。牧師の働きの傍ら、佛教大学及び大学院にて原始仏教や初期大乗仏教学を

研究。著書・論文『牧師の読みとく般若心経』（ヨベル、2010 年）、「通過儀

礼としての葬送儀礼に沿う日本宣教」（『第５回日本伝道会議』、2009 年） 、

「不干斎ファビアン研究（１～３）」（『基督神学』、2008～2011 年）等。『ク

リスチャン新聞福音版』に「珠玉の名言と聖書のことば」を連載中。 

■内容  

 

主の御名を賛美いたします。 

今回は、仏教に精通しておられる大和昌平師をお迎え

して、仏教の教えと東進の歴史を学び、さらに般若心経

から比較宗教学を、また実践的伝道論を学ぶことができ

る、素晴らしい機会です。教会の教職者はもとより、宣

教師、教会役員、聖書を学び始めた方々、どなたにも受

講をお奨め申し上げます。 

２０１１年３月  北海道聖書学院院長 八尋

１．仏教はなぜアジア全域に広まったのか？―仏教の原点を問う― 

２．般若心経の空と聖書の空とはどう違うのか？―般若心経を読む― 

３．「葬式仏教」はなぜ終焉を迎えているのか？―日本のキリスト教葬儀を

考える― 



■講師からひとこと 

 

 

                

■■■■受講料受講料受講料受講料        全期間 10,000 円 

（卒業生と卒業生夫人半額。賛助者２０％割引）部分参加１時限 1,200 円 

■■■■申込締切申込締切申込締切申込締切    ５月１８日（水）朝まで 

■■■■申込先申込先申込先申込先        お電話またはファクシミリでお申し込みください。 

                         （受講料は当日申し受けます。） 

    

    

    

    

    

    

    

 

 

２０１２０１２０１２０１1111 年度年度年度年度    春春春春のののの特別公開講座受講申込書特別公開講座受講申込書特別公開講座受講申込書特別公開講座受講申込書    

 

ご氏名（ふりがな）                                      男・女 

 

ご住所 〒                                    

 ご連絡先／電話            

 

所属教会                          

 

受講・昼食希望（□の中にレ印を入れてください） 

 

日本人に最も親しまれる般若心経のテキストを、聖書を読むように読んでみま

せんか？ 

読んでみれば、仏教がどんな宗教かわかります。キリシタン弾圧に始まった「葬

                            電話電話電話電話    ０１１０１１０１１０１１－－－－８７１８７１８７１８７１－－－－７８９２７８９２７８９２７８９２        FaxFaxFaxFax    ０１１０１１０１１０１１－－－－８７１８７１８７１８７１－－－－７７７７

８９９８９９８９９８９９ 

昼食（3００円）ご希望のかたは早めに事務局へお申し込み下さい。

２０１1年３月  

〒003‐0831 札幌市白石区北郷一条３丁目１－６１ 

（（（（宗宗宗宗））））北海道福音伝道会北海道福音伝道会北海道福音伝道会北海道福音伝道会    北海道聖書学院北海道聖書学院北海道聖書学院北海道聖書学院     



 □全期間受講       □全期間昼食希望    

  

□５月１８日（水）受講   □５月１８日（水）昼食希望    

□５月１９日（木）受講   □５月１９日（木）昼食希望   

□５月２０日（金）受講    □５月２０日（金）昼食希望 

  


